
資料４ 

大田区景観まちづくり賞キックオフイベント（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．キックオフイベントの内容 

 

１．目的 

・平成 16年の景観法制定を踏まえ、大田区では平成 25年 10月に大田区景観計画を策定・施行し、良好な

景観形成、景観の啓発に努めている。啓発の一環として、良好な景観形成に取り組む活動を行う区内の

区民、団体、事業者、さらには区外の方にも「大田区の景観」を知ってもらうことを目的に実施する。 

 

 

・大田区で初となる景観に特化した表彰制度である「景観まちづくり賞」の募集を広く周知し、賞への応

募と景観への意識啓発を図る。 

 

 

１）大田区景観まちづくりキックオフシンポジウム 

 （平成 27年 7月 13日(月)18：00〜20：30 アプリコ小ホール） 

（１）開催目的 

・大田区景観まちづくり賞の周知 

・大田区景観まちづくり賞の応募につながる基調講演・パネルディスカッションの実施 

・区民、団体及び事業者の景観まちづくりへの取り組み意欲の喚起 

（２）主な参加者（想定） 

・街並み景観部門の応募に興味がある区民 

 （区報（新聞折込）で周知、蒲田まちあるき、景観セミナーとの連動により集客） 

・景観づくり活動部門の応募に興味がある団体 

 （大田区区民活動情報サイト「オーちゃんネット」で周知、蒲田まちあるきとの連動により集客） 

・街並み景観部門及び景観づくり活動部門の応募に興味がある事業者 

 （東京建築士会大田支部からの周知、大田建設組合などにチラシを送付、 

                           その他業界団体（区内に限らず）に周知） 

（３）シンポジウム、基調講演及びパネルディスカッションのテーマ及びプログラム 

項目 テーマ テーマの意図 

キックオフシ

ンポジウム全

体・パネルディ

スカッション 

地域力を高める、多

様な景観づくり 

「景観まちづくり」を行うことは、大田区の特徴である「地

域力」を高めることができ、みんなでより良い景観を考える

ことにつながる 

基調講演 地域を豊かにする

景観づくり 

景観を考えるにあたって、今見えているものがどのようなプ

ロセスででき上がっているか（まちあるき）、どのように使わ

れていくかを考える（セミナー）ことは大切である。 

それを踏まえ、今後、大田区らしい多様な景観づくりを行っ

ていくために、地域力や景観への認識を高める必要があるこ

とを認識してもらう 

 

（４）景観パネルの展示（景観パネル展の一部） 

・シンポジウム会場に４）景観パネル展の展示物の一部（景観賞周知パネル等）を展示する。 

・その他、大田区景観まちづくり賞チラシなどを配布する。 

＜プログラム（会場は 22：00まで使用可能）＞ 

時刻 項目 担当者 内容 

17：30 受付開始  ・記名を求める 

・資料配布（来場者アンケートも検討） 

18：00 開会 区担当課長（司会） - 

あいさつ まちづくり推進部長 - 

18：05 シンポジウム 

主旨説明 

区担当課長 ・景観計画策定後の取り組みの説明 

 （届出等の運用状況報告） 

・景観賞創設の説明（シンポジウムの趣旨説
明につなげて説明） 

18：15 基調講演者紹介 区担当課長 ・景観審野原副会長の紹介 

18：20 基調講演 景観審野原副会長 ・「地域を豊かにする景観づくり」をテーマ
とした講演 

18：50 休憩・会場転換   

19：00 パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

メンバー紹介 区担当課長 ・コーディネーター・パネラー（話題提供者
も含めて）の紹介 

19：02 主旨説明 景観審野原副会長 

（コーディネーター） 

・パネルディスカッションの趣旨の説明 

19：05 話題提供 

(2名×10分) 

滝沢氏（景観アドバイザー） ・景観セミナーの実施状況を踏まえて、参加
者（区民）の景観認識について発表 

19：15 景観審杉田委員 

 

・蒲田まちあるきの実施状況を踏まえて、参
加者（区民）の景観認識について発表 

19：25 ディスカッシ
ョン 

景観審野原副会長、 

景観審大澤委員、 

景観審杉田委員、 

滝沢氏（景観アドバイザー）、 

景観審福井委員 

 

・話題提供を踏まえて、区民の景観認識につ
いて野原副会長から感想（3分） 

・野原副会長同様、話題提供者以外のパネラ
ー（大澤委員、福井委員）から区民の景観
認識について感想（6分） 

・区民の景観認識を高めていくポイントにつ
いて意見交換を行い、それから議論を深め
ていく（31分） 

・最後に「地域に眠っている景観を発掘し、
地域の人の手によって守り育てていくこ
とこそが多様な景観をつくり、結果的に地
域力に醸成していくものである」というま
とめ（シンポジウムのテーマ）につなげる 

20：05 参加者質疑応答 上記パネラーが対応 - 

20：15 シンポジウム総括 景観審中井会長 - 

20：20 閉会 区担当課長  

 
 

２．メインターゲット 

 ・大田区景観まちづくり賞の応募に興味がある区民、団体、事業者 



 
 

４）景観パネル展 

 （平成 27年 7月 1日(水)～23日(木) 大田区役所本庁舎 3階ホール、アプリコ小ホール（シンポジウム当日のみ） 

（１）目的 

・大田区景観まちづくり賞の周知     ・大田区景観計画及び運用状況の周知 

・大田区の景観資源について知ってもらう ・大田区のまちづくり等に関する情報提供 

（２）来場者（想定） 

・大田区の景観に興味のある区民、団体、事業者 

（３）展示内容 

・右記のとおりとし、大田区景観まちづくり賞周知開始の 7月 13日（月）に展示内容を一部変更する。 

（４）配布物 

・大田区景観まちづくり賞募集の周知、応募の際に活用できるまちあるきマップ等を用意する。 

①大田区景観まちづくり賞チラシ 

 ②観光関係のパンフレット（まちあるきマップなど） 

 ③景観計画・都市計画マスタープランの概要版等の資料 

 ④緑関係のパンフレット 

３）景観セミナー（事前申込制 30名） 

（平成 27年 7月 13日(月)15：00〜17：00 HKビル 201（蒲田 5-40-10）） 

（１）目的 

・参加者（区民）の景観意識を確認するとともに、意識を高めるための景観基礎セミナーを開催する。 

・シンポジウムの参加につなげるため、パネルディスカッションにおいて、セミナーを通じて見えた参

加者（区民）の景観認識について、景観アドバイザー・滝沢氏から話題提供を行う。 

（２）主な参加者（想定） 

・街並み景観部門の応募に興味がある区民（区報（新聞折込）で周知） 

（３）実施内容 

・「景観とは？」をテーマに区景観アドバイザー（都市計画、緑、色彩）３名によるセミナーを開催する。 

・パネルディスカッションの話題提供で活用するため、参加者の景観認識を把握するためのワークショ

ップ等を行う。（具体的な質問内容・方法は景観アドバイザーと要検討） 

 

分野 テーマ（案） 参考：過去の庁内向け研修内容 

都市計画 景観とは？ 建物や都市基盤施設との関係性及び一体的な景観における考え方等 

緑 景観における緑と？ 地域における樹種の考え方、路盤や良好な生育に配慮した景観計画等 

色彩 景観における色彩とは？ 大田区の色彩基準、一般的に色彩の持つイメージや効果について等 

 

 ＜展示内容＞ 

 ①大田区景観計画に関する内容 

・大田区景観計画とは？ ・景観特性図 ・基本方針図 

・市街地類型の種類と位置図 ・景観資源の種類と位置図 ・景観形成重点地区の概要と位置図 

・景観誘導の考え方 ・届出対象行為、届出の手順 

・各景観資源位置図、写真 ・景観形成重点地区方針図、写真 ・色彩 ・景観重要公共施設（写真） 

②これまでの届出実績 

③大田区ホームページで公表している 18出張所と空港臨海部の景観マップ（19枚） 

④大田区ホームページで公表している 18出張所と空港臨海部のまちの緑図（19枚） 

⑤建築物マップ（区全域にある景観資源のうち、建築物等の位置と写真を示したマップ） 

⑥大田区景観まちづくり賞キックオフイベントチラシ（7月 13日（月）まで） 

⑦大田区景観まちづくり賞募集チラシ（7月 13日（月）から） 

⑧蒲田周辺の昔の地図、今昔写真 

⑨その他（おおたオープンファクトリー、大岡山地区まちづくりニュース 等） 

２）蒲田まちあるき（雨天決行、事前申込制 30名） 

 （平成 27年 7月 13日(月) 15：00〜17：00  JR蒲田駅から京急蒲田駅周辺） 

（１）目的 

・比較的参加者が多いと想定されるまちあるきを行う。 

・シンポジウムの参加につなげるため、パネルディスカッションにおいて、まちあるきを通じて見えた

参加者（区民）の景観認識について、杉田委員（まちあるきにも帯同）から話題提供を行う。 

（２）主な参加者（想定） 

・街並み景観部門の応募に興味がある区民（区報（新聞折込）で周知） 

・景観づくり活動部門の応募に興味がある団体（大田区区民活動情報サイト「オーちゃんネット」で周知） 

（３）実施内容 

①蒲田周辺の散策 

・４）景観パネル展の会場に集合・出発し、区職員（都市開発課）の案内により通常は見られない開

発の現場等を見ながら散策する。 

 ＜まちあるきの主なルート＞ 

大田区本庁舎 → アロマスクエア・アプリコ → さかさ川通り 

      → 商店街（ぽぷらーど２・京急あすと）→京急蒲田駅周辺（再開発等）→産業プラザ 

②蒲田周辺のまちづくりについて 

・区職員（都市開発課）が講座形式で蒲田周辺のまちづくりを解説する。 

③アンケートの実施 

・パネルディスカッションの話題提供で活用するため、蒲田の印象や参加者の景観認識を把握するた

めのアンケートを実施する。（具体的な質問内容・方法は杉田委員と要検討） 

【周知について】 

・大田区景観まちづくり賞キックオフイベントについては、6月 13日（土）からチラシ等により周知。 

・大田区景観まちづくり賞については、大田区景観まちづくり賞キックオフイベント当日（7月 13日（月））

から周知開始。募集チラシも配布予定。 

＜周知方法＞ 

・区報、統合ポスター、デジタルサイネージ、Twitter等の区の各種広報媒体 

・オーちゃんネット登録団体メーリングリストに一斉配信 

・各特別出張所、各図書館にチラシ配布を依頼 

・ポータルにて庁内でも募集 

。 


